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寄生原虫類の標本の供覧

広く寄生虫と云えば，吸虫類，条虫類，線虫類等

の嬬虫類の外に，原虫類，見虫類，だに類などが含

まれている。この中で原虫類と云われるものは

個の細胞が 1個体をなしている所謂単細胞動物であ

り，一般に顕微鏡でなければ見ることの出来ないも

のである。これら原虫類の標本を集めておいても，

大勢の人止に供覧しようとなると仲点容易なことで

はない。一人一人顕微鏡をのぞくことに多くの時間

松林 久吉

がかかるし，又のぞいて見ても，視野の中のどれが

目的とする原虫であるのかも，初めて見る人には見

当がつかない。従って，原虫類を人に供覧しようと

する場合には写真を用いるのが最も効果的であるよ

うに思う 。即ち，赤痢アメーパ及びそれが組織の中

に侵入している顕微鏡写真を用意し，それとならべ

て，アメ ーパに侵された腸壁或は肝臓の臓器標本を

置くと云う有如きである。(慶六教授)
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団体参 観

3月1日不動小学校理科研究会員30名が養護教諭西

尾香代氏他1名に引率されて参観。

山下次郎教授来訪

3月5日北大山下教授来館種k有益な助言を与えら

7，1，t，こ。

町田保健所長来館

3月8日町田保健所長小野田孝義氏来訪館内を参観

された。

山階層島研黒田博士来訪

3月10日山階鳥類研究所黒田長久博士来訪，館長の

案内で館内を参観され尚鳥類寄生虫につき取調方お話

があった。

文献寄贈

下記の通り各方面から寄贈を受けた。

安藤亮博士から……マンソン裂頭条虫の研究 1篤，

肺吸虫第一中間宿主決定の地の写真1葉

九大宮崎一郎教授から……サナダムシの幼虫によっ

ておこる4種の病気1篇

町田保健所長小野田孝義氏から…・・蛍光顕微鏡法に

よる寄生虫卵の検出について他3篇

日本動物園水族館協会から…・・・動物園水族錫雑誌、

Vol. L No. L 1959 

オリオン社から……当館ツツガ虫， シナハマダラ

カ，イエカ，ノミ，シラミ，肝吸虫，肺吸虫蝋製模型

の写真

下関水族館岡本仁氏氏から…・・麟水性白点病につい

て1篇

厚生省斎膝勇一氏から….. A Brief Report on 

PubIic Health Administration in Japan他 3篇

文芸春秋社から……当館服製模型写真2葉

杏林書院から…・・保健の科学2，3月号

阪大微研森下燕博士から……日本における寄生虫学

の泰明期と Bealz及び Scheubeの貢献他16篇

宮城県術生研究所湯田和郎氏から……寄生虫卵検査

のためのKY塗抹液にういで 1篇

標本及び解剖材料の寄贈

山階鳥類研究所黒田長久氏から……ムクドリ 8羽及

びその寄生虫5点

小倉腕雄氏から……クロベYケイガニ 7匹

江の島マリ ンラ γ ド中島将有氏から……イノレカ及び

鯨の寄生虫17点

字賀氏から…・・メパノレ，ウミタナゴ等10尾

生豆 -一=ロ，41
 

3月2日館長，日本テレビの春夏秋冬 ミ腹の虫、に

出演。

3月27日木原，標本の寄贈を受けるためマリンラン

ドに行く。

3月28日ガラパゴス島の鳥類，魚類，ウミ トカゲ等

の内臓多数を貰受け解剖した。

生物学同好会

3月14日開催杉靖三郎教授の第3議は欠誌のため，

次回(4月18日の予定) 白黒寄生虫館亀谷了博士の

「日本に於ける寄生虫による風土病について」興味あ

るお話を開く。

前期の福井先生の生物学講義録は，目黒区教育委員

会の援助により印刷完了も間近い。ご期待をこう。

参観者数の増加

このほど34年度の参観者数がまとまった。 29年に一

般に公開してから毎年参観者数は増加しているが，そ

の変動を比較すると次の通りである。

29年度は1日平均 8名
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『日本における風土病的寄生虫症の分布』四月より
日本住血吸虫，肺吸虫，肝吸虫，エキノコックス，
、フィラリア，顎ロ虫の六種についてその分布を電燈

ぽ主雪江主二息日型史主主l.，t::.o 
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魚類の寄生虫 木原緑

いよいよ行楽のシーズンを迎え， これからは釣，地引網，洲立てと海や河の魚に接する機会も多くなることと思

う。淡水産の魚を生食するこ と広節裂頭条虫やジストマの感染率が高く ，非常に危険なのはいうまでもない。折角

の楽しみを，後で悔いることがないようにしたい。 とれた魚を料理する際にもーす気をつけてみると意外に面白い

寄生虫がついていることがしばしばある。今回は本館に保存されている数多くの魚類の寄生虫の中で特に同定の済

んだものについて簡単に記してみた。

学名の不完全なものについては後日，本館刊行の寄生虫標本目録で援備するつもりである。尚これらの標本を寄

贈又は同定じて下さった北大山下教授，九大宮崎教授，東大末広教授，桑原氏，水産大保科教授，福井博士に厚く

御礼を申し上げる。 N:線虫類，T 吸虫類，C 条虫類，A 鈎頭虫類，Cr:甲殻類

宿主の和名 | 宿 主 0) "'t-名 |寄生部位| 寄生虫の学名 |分類
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Chondracanthus distortus I '1/ 
WILSON， 1922 

Meinertia oxylinchaene I 1/ 
(KOELBEL) 

Naobranchia sp: I Cr 
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マグロ IThunnus thynnus orientalis 
(TEMM. et SCHL.) 

サ ケ IOncorhynchus keta (W ALBAUM)。幽門霊
カレイ sp.I Limanda sp. 紙、
ヒラメ IParalichthys olivaceus 休 表

(TEMlVI. et SCHL.) 
タラ IGadus macrocephalus TILESIUS 
ヌメ リゴチ ICallionymus lunatus 

TElVIlVI. et SCHL. 
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TEMlVI. et SCHL 
マンボウ ，lVIola mola (LINNE) 
シ ロ ギス SillagojaporIica TElVIlVI. et SqiL. 
ハモ ilVIuraenesox cin巴reus(FORSKAL) 

カガミダイ IZenopsis nebulosa ロ
(TEMM. et SCHL". : 

マダ イ IChrysophrys major TEMM. et 
SCHL) I 

ア コウ ISebastodes matsubarae 
HILGENDOLF I 

エ IEpinephelus moara 
TEMM. et SCHL. 

サヨリ IHemirhamphus sajori 
TEMlVI.巴tSCHL. 

ドジョウ IlVIisgurnus fossilis LINNE 
スズキ ILateolabrax japonicus (CUVIER) 
クロアナゴ IConger japonicus BLEEKER 

ノノ

ク

コ チ IPlatycephalus indicus LINNE 

イ ナ ilVIugil cephalus LINNAEUS 

ウナギ

不
L
 

Y
4
A
 

V'且C
 

Q
U
 、、
『，

φι
，
司?占
寸司ユd
 

e
N
 

ι
N
 

恥

h日
I
M
バ仏ゆ

i
E
 

ω
T
山

叫

M

F

i

u

v

且

p

u

 

a

a

 

」

品

目

江

別
'A

n

a

 

g
4
d
 

n

引

A

C

 
キンギョ

1/ 

I ~!a ~ha~o. (パシコ y ク)
I Pla Chalad (ノぐ γコ γ ク)

ニューオルリンス通信⑦

大島智夫

私は自分の研究の合間にできるだけ寄生虫学関係の

コースをとる事にしています。ピーパー教俊のへノレミ

γスとイエーガー教授の原虫学はすでに終りました。

原虫学の最後の試験は筆答二時間問題は 「昆虫によっ

て媒介される原虫疾患につき，昆虫および人体内にお

げる原虫の発育様式に従って分類説明せよ」その他ー

題，実地が一時間半これは三十数台の顕微鏡がならべ

てありそこに用意されたプレパラー トを見ながら問題

に答えるのです。例えば「これは南米の農夫の上勝の

潰蕩の組織切片である，病原体と恩はれるものが見え

たら同定せよ」というようなものです。どうやら及第

はしましたが日本の寄生虫学の教育がが他人の教科書

の口うっしと虫卵実習位ですまされているのが残念に

思えてなりません。絶えず良いプレパラー トを見て限

を訓練する必要は大いにあります。その意味で日に二

三回，ビーバー教授から標本が教室員にわたされ廻覧

され，これを何と同定するか如何に説明するか解答を

Pennella orthagorisci WRIGHT I Cr 
Acanthochondria sp. I Cr 
Pseudocongericola chefoonensis I Cr 

YU， 1933 
Lernanthropus shishidoi 

SHIINO. 1955 
Anguillicola globiceps 

Y AlVIAGUTI， 
明 IArgulus japonicus THIELE， 
Lernaea elegans 

LEIGH-SCHARPE 
)臓 iGnathostoma spinigerum(LARVE) I N 
明 Notopterrusnotopterus(PALLAS) I N 

求められるのは極めて良い訓練になりますその答と討

議はセミナーの時に行はれます。先日は人肺中の犬糸

状虫のクロスセクショジがだされました。一人だけ同

定できたのがいて他は誰れもわかりませんでした。組

織切片中の寄生虫の同定は極めて必要でありながら豊

富な知識と経験を必要とするためアメリカでも当ピー

ノぐ一教授の教室以外よ くこれをこなせる所はないよう

です。そこで全米から不明な寄生虫と恩はれるものを

含む組織切片が送られてきます。このうち興味ある も

のは教室員に廻覧されて意見を求められるのです。時

にはピーパー教授も 「私にもよくわからない，誰かよ

い意見はないか」と聞かれます。

日本では研究機関でも大学でも一つの狭い分野の専

門家になるにいそがしく広い視野と知識をもった研究

者を養成するに余りに僅かの努力しかなされていませ

ん。 ドリノレは必要であります。回虫は良く知っている

が条虫は全然知らないというのでは寄生虫学者として

通用しません。見虫学も最低の知識は絶対に必要であ
ります。次便で私が今参加している ミラー教授の医用
昆虫学の講義 ・実習の内容をお知らせします。
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Nybelinia sp. 
Acanthochondria sp. 
Hexacotyle grossa GOTO， 

Phylobothrium sp 
Lernaeopodidae 
Lepeophtheirus sp. 

Echinorhynchus gadi 
Phrixocephalus sp. 
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東京都目黒区下目黒 3~557 ・ 電話(7l2) 4432 
開館 ・午前11時~午後4時 ・月曜 ・祭日休館

財団法人・ 目 黒寄生虫館・ 発行
館長 ・医博亀谷 了


